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【到達目標】 

ICT（情報通信技術）について，最近の動向を踏まえて教育現場で利活用する方法を理解する。 

【講習の概要】 

本講座は，近年の ICT（情報通信技術）の進展に合わせ，これらの技術を教育現場において活用する

方法や注意すべき事項について学ぶ。具体的には，(１)情報機器やマルチメディア技術を教育に活用す

る方法，(２)インターネット，PCやスマートホンなどの情報端末の利用の際に重要となる情報セキュリ

ティや情報倫理について，教育現場を視野に入れた基本的事項を学ぶ，といった内容である。 

【講習の内容】 

講義１：情報機器の操作と教育現場における活用（担当：小川 仁士） 

本講義ではまず，中学校・高等学校における様々な授業において，情報機器を利活用することの意

義と目的について整理し理解する。次に，授業への情報機器の利活用の現状について国内における事

例を紹介し，利点や問題点について検証する。 

 

講義２：授業へのマルチメディアの導入（担当：宇野 健） 

音声や画像などの様々なメディアを一元的に取り扱えるマルチメディアは，教育現場においても生

徒の理解の促進や，授業中のモチベーション向上に大きな効果がある。この講義では，まずマルチメ

ディアの特性について述べる。そして，Web や Flash，AR（拡張現実感）等のマルチメディアコンテ

ンツについて，その仕組みや，これらを用いた授業や，それに必要な準備等について，実演を交えて

詳述する。 

 

講義３：教育現場における情報セキュリティ（担当：佐々木 宣介） 

教育現場への情報機器の普及に伴い，情報セキュリティや著作権の問題についても，情報機器の利

用を前提とした配慮が必要となっている。この講義ではこれらの問題に関して，基本的な概念や授業

に活用する上で知っておくべき内容について解説を行う。主に授業を提供する側の視点から，ICT を

利活用する際に注意すべき情報セキュリティ上の問題および，各種コンテンツを利用する際の著作権

の問題に関する内容について講義を行う。 

 

講義４：SNS 利用の実状と問題点（担当：佐々木 宣介） 

情報端末を用いてインターネットを使用する際には，現在では非常に多くのユーザが Facebook, 

Twitter, LINE などの SNS（ソーシャル・ネットワーク・サービス）を利用しており，情報収集や

コミュニケーション手段として活用されている。一方で，さまざまな形で中高生がトラブルに巻き

込まれる事例も起きている。これらのサービスを利用する際に起こりうるトラブルとその対策につ

いて，事例を交えて講義を行う。 

【備考】 

試験の際には，講義で配布した資料，ノートの持ち込みを認めます。 

 


